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令和６年度事業報告書                      

[定款の事業名 ]  個人・家族の課題解決の仕組みづくり支援事業 

[事業内容] 生活を支える機能開発に関する調査・検証 

令和 3年度より、人々(個)が安心して暮らすことのできる仕組み構築を目指し、これまでの取組

の評価検証を行ってきたことを踏まえて、令和 4年度から、暮らしのインフラとしての移動販売を

活用した仕組み構築の可能性を検証し、社会的課題に取り組む投融資の活発化による地域の自律的

好循環の形成に向けて「おもいやりの移動販売事業者協会」を設置し、その社会的役割構築のため

のサポートを行った。令和 5年度は、オンライン交流会のみの開催であったが、令和 6年度は協会

メンバーの活動拠点を現地視察し、訪問レポートを作成。協会メンバーに共有し、今後の運営につ

いて検討した。 

 

[実施日時] 令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日 

[実施場所] 山口県山口市阿東地福ほほえみの郷トイトイ、 

 [従事者の人数] 4人       [支出額] 143(千円) 

 

パートナー： 思いやりの移動販売事業者協会・NPO法人英田上山棚田団・上山移動スーパー・ 

いどうスーパーロンドン・ほほえみの郷トイトイ(山口県)他全国の移動販売事業者 

 

▶「おもいやりの移動販売事業者協会」事務局  

令和 6年度は前年までのオンライン交流会で話題に挙がっていた現地視察および交流会を実施。山

口県山口市阿東・地福を中心に店舗型のスーパー及び移動販売事業の運営、住民の交流拠点づくり

等を行う NPO法人ほほえみの郷トイトイを訪問。事務局長の高田氏、スタッフの石田氏を中心に、

移動販売事業の立ち上げから継続にあたってのポイントを解説いただき、実際に移動販売事業にも

同行した。移動販売のノウハウだけにとどまらず、地域づくりに携わるマインドも含めて余すこと

なくお伝えいただき、当日参加できなかった協会メンバーに向けては後日、視察レポートを作成し

共有した。みんなの集落研究所内ホームページ内では、協会についての情報を整理し掲載。協会に

関する問い合わせがあれば随時対応を行う。 
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[定款の事業名 ] 集落・組織の課題解決の仕組みづくり支援事業 

[事業内容]自治体の地域運営組織等支援体制の把握及び推進支援事業 

岡山県内自治体による地域運営組織の体制構築を推進するための取り組みを長期的に行ってきたが、

今年度は特に県内外市町村の地域運営組織形成支援の状況把握と、行政の支援体制整備として、担当

課を超えた連携のための情報収集や地域へのアウトリーチ手法のノウハウ提供に注力した。 

地域運営組織設置から 10年以上経過している自治体や、地域運営組織制度を有していない自治体も

含めて、より現状に即した地域支援の仕組み改善を検討してきた。その一貫で、真庭市「協働のまちづ

くり推進指針」の改訂にあたり原案の作成を行った。 

 

[実施日時] 令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日 

[実施場所] 岡山県・美作県民局管内および笠岡市（神島地区・新山地区等）新見市（布瀬地区） 

自治体：鏡野町・美咲町・瀬戸内市・津山市・笠岡市・井原市・総社市・玉野市 

新見市・真庭市 

 [従事者の人数] 10人     [支出額] 16,203(千円) 

[受益対象者の範囲及び人数] 自治体担当者 18人＋地域住民(地域運営組織メンバー)200人  

 

▶令和 6年度小規模多機能自治推進ネットワーク会議 中国ブロック会議 

主に中国地方の小規模多機能自治ネットワークメンバーを対象に、岡山県久米南町・美咲町からの

話題提供をもとに、地域主体の空き家課題解決を進めるための自治体の支援や小規模多機能自治

（地域運営組織）と連携した空き家課題解決の取り組みについて、参加市町村間の情報提供や意見

交換を行った。 

1月 16日(木)、井原市での現地開催、47名の参加。   ：小規模多機能自治ネットワーク会 

 

▶令和 6年度 地域マネジメントコンサルティング業務  

県内 5つの市町を中心に、地域運営組織の設立・再構築や庁内連携による支援体制づくりの支援を

行った。4年目となる今年度は、これまでの実績をもとに、新たな自治体支援の掘り起しも図り、

玉野市における空き家課題解決に向けた庁内連携、総社市での職員研修を軸とした庁内連携等の支

援につながった。また、今年度は県内市町村の地域運営組織推進に関する環境調査を図る取り組み

を試行的に実施し、地域運営組織推進に必要な論点整理やモデル市町村の傾向分析を深めることが

できた。 

① 笠岡市 

地域が主体的に取り組む地域計画づくりの支援について、市職員が行う地域支援手法の構築と支

援人材育成の観点からサポートを行った。モデル 4地区ごとに異なる支援手法の提案や、市職員

とのファシリテーションスキルの検討、地域計画づくりに向けた話合いサポートの実践を通し

て、市職員がまちづくり協議会の支援手法や支援体制の在り方をイメージすることができた。特

に今年度は過去 3年間の積み上げによって、獣害課題や交通課題等について行政庁内での連携が

生まれ、地域が主体的に課題解決に取り組むための支援体制の構築に寄与する場面が増えた。 

② 井原市 

一昨年度より設置された庁内連携会議のサポートを行い、市職員による自主的な会議運営につな
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がる支援を意識して、会議前の情報提供やコーディネートに努めた。また、まちづくり協議会の

計画策定等の支援を行うまちづくり支援員 2名の支援設計、アドバイスも丁寧に行い、他市町村

の事例等を踏まえて、支援員に求められるスキルや地域に出向くために必要な準備等についてノ

ウハウ支援につながった。 

③ 総社市 

地域支援・協働のための支援体制構築に向けた庁内連携の機会を図り、全 5 回の職員研修の企

画・運営サポート等を行った。市内の地域づくり協議会を中心とした地域への支援について、関

連する担当課や関係支援団体（市社協等）に連携支援の重要性を共有するとともに、参加職員同

士での地域や支援状況共有を行った。複数回の研修会（庁内連携会議）の成果として、「地域・市

民を支援する総社市職員のための 5つのクレド」を整理し、行動指針としてまとめた。今後の行

動指針を活用した庁内連携の機会づくりにつなげることができた。 

④ 玉野市 

庁内連携と将来的な地域運営組織づくりに向けて、玉野市で活動している中間支援団体へのアド

バイスや庁内全課に割り振られている協働推進員を対象に職員研修の企画・実施のサポートを

行った。37名の職員を対象に、地域支援・庁内連携の重要性を共有したことで、参加職員から地

域運営組織（地域主体の課題解決活動）とその支援（庁内連携支援）の必要性や連携可能性につ

いて前向きな意見があがった。研修とその企画会議をきっかけに、空き家課題について、まちづ

くり担当課・中間支援団体・空き家担当課・移住定住担当課・空き家や移住に関する支援団体に

よる庁内連携円卓会議の実施につながった。また、この機会を活かして、県のまちづくり担当課

と空き家担当課による両事業からの支援として県庁内の庁内連携にもつなげることができた。 

⑤ 新見市  

市内 1地区に対して、新見市と協働で拠点形成計画策定支援を行い、施設改修に留まることな

く、地域運営組織による課題解決のための拠点整備につなげるための話合いの場サポートや計画

策定支援につなげることができた。 

：岡山県中山間・地域振興課 
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▶美咲町まちづくり協議会の主体形成支援及びまちづくり会議等協働の仕組みづくり支援  

『美咲町版小規模多機能自治』の制度化・実質化に向けての仕組みづくり支援と並行し、地域主体

かつ課題解決型の地域運営組織の推進のためのサポートを平成 30年度より継続的に行ってきた。

小規模多機能自治の地域側の理解度も高まってきており、住民アンケート調査による課題を把握

し、防災・鳥獣害・空き家・福祉・農地・情報発信等の具体的な課題の解決に至るケースも増えて

おり、小規模多機能自治認定地域からの声をもとに認定地域同士での情報交換会の開催をサポート

する動きもあった。平成 30年度から継続している地域づくり担当課と社協の地区担当者や地域と

の事業実施担当者との地域課題共有会議を、地域へのアウトリーチの戦略検討の場としての意味合

いを強め、事業の横連携を図りながら推進する体制の構築もできた。これは、小規模多機能認定地

域だけでなく、その準備段階にある地域の主体形成と課題解決意識が強まり、地域の実践的な課題

解決の取り組みが進むことで、具体的な共有事項・支援改善事項が生まれたことも大きな要因であ

る。一方で、小規模多機能自治認定後の地域側への支援策として資金面での協議も各協議会リー

ダーの意見も聞きながら仕組み化に向けて動いたが、詳細部分は検討の余地があり、地域マネー

ジャー制度や集落支援員制度などの人的支援も含めた検討が今後必要である。県内でも有数の地域

運営組織全般的な先進の取組みが出来ている美咲町だからこそ、他自治体へのモデルケースとなる

ように引き続き支援を行う。                 

：美咲町 
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▶鏡野町地域づくり協議会運営支援及び庁内連携支援 

鏡野町未来・希望基金事業を活用して地域課題解決に取り組む町内 12地区の地域づくり協議会へ

のヒアリング、相談対応、打合せ、会議やワークショップ等のサポートを平成 30年度より継続的

に実施。令和 6年度は個別地域支援の中で、町内の空き家対策に取組む団体の「カガミノミライ」

と連携した空き家管理サービスの実施に向けた動きや同じ町内の先進的な取り組みに刺激を受け、

高校生と連携した課題解決に取組む協議会も増えてきた。令和 7年度は基金事業の 5ヶ年計画策定

の年であるため、好機として捉え、各地区の課題解決に向けた取組みをより推進するためのサポー

ト及び空き家対策における部局を超えた連携、福祉部局が推進するおたがいさま会議と地域づくり

協議会の包括的な体制の整備に向けた庁内連携推進のサポートを行う。                       

：鏡野町 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶瀬戸内市地域自治組織制度づくり支援業務  

地域へのヒアリング、話し合いの場サポート、行政庁内横断による情報交換の場の実施支援を通し

て、市内 2地区の地域自治組織づくりに向けた支援とその制度づくりに関する制度設計支援を行っ

た。                                      

：瀬戸内市 

 

▶美作県民局管内の地域運営組織等の相互交流・情報交換支援 

美作県民局管内の地域運営組織のリーダーや事務局を主な対象とし、地域の課題解決に向けた取り

組みの横展開を図ることを目的に、情報交換会を 11月（37名参加）に開催し運営サポートを行っ

た。今年度は、令和 6年 3月に国土交通省より住民主体の無償運送における謝礼などの規制緩和が

あったことや特に中山間部では公共交通機関による移動サービスでは買い物や通院時のサポートに

は対応できないニーズも増えてきていることを受けて、「移動手段の確保」をテーマに、県内各地

区で出前講座等を実施している移動ネット岡山の横山氏からの基調講演と真庭市美甘地区と二川地

区より事例紹介を行い、地域主体での移動手段を確保するための取組みのきっかけを考えるための

場とした。   

：岡山県美作県民局 
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 ▶真庭市協働のまちづくり推進指針改定支援業務 

真庭市において平成 19年度に策定された「協働のまちづくり推進指針」を約 16年ぶりに改訂す

るにあたり、現在真庭市と協働で地域課題解決の取組みを実施している市民活動団体へのヒアリ

ングや市民と行政職員を対象としたワークショップの運営とそれらの意見を基にした原案の作成

を行った。ワークショップでは 16年間の協働の取組みに対する評価と振り返りだけでなく 20年

先の真庭市の未来を想定した上で、そこで起こり得る地域課題を解決するために必要な協働の具

体的な施策を検討し、地域自主組織や地域づくり委員会の範囲再検討や町内連携の実施、中高生

の政治参画、中間支援の充実、電子地域通貨「まにコイン」の活動への活用等に関する声も上

がった。交流会でのパブリックコメントも反映した上で、結果を改訂版の指針案としてまとめ

た。 

：真庭市 
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[事業内容]地域組織による個別課題支援 

さらなる人口構成変化が進む今後、集落のあり方に関するいくつかの選択肢やビジョンを提案

していける組織となるため、2024年度より地域が主体的に話し合い、解決すべきと考えるテーマ

「地域の農地管理」「農業の継続」「空き家」「防災」等、より具体・実践的な解決策を提供できる

事業を行った。 

地域の「今」的課題をキャッチし、地域とともに解決の方法を探る姿勢を保つことができるのは、岡

山において当団体とともにチャレンジをすすめようとする主体的な地域の形成が進んできた結果

に他ならない。 

 

[実施日時] 令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日 

[実施場所] 岡山県内津山市加茂地区および上加茂地区・田辺地区・美咲町打穴地区 

自治体：津山市・美咲町・久米南町・笠岡市・新見市・京都府 

美作県民局管内 

 [従事者の人数] 11人     [支出額] 10,000(千円) 

[受益対象者の範囲及び人数] 自治体担当者 30人＋地域住民(地域運営組織メンバー)200人 

 

【地域の農地管理・農業の継続・農村振興・草刈り等地域環境の維持】 

地域資源の適切な保全管理を維持するために、非農家も含めた地域全体で地域の 5年後 10年後の

姿を話し合い、計画できるような人材育成と伴走支援を行った。農林水産省でも農村 RMOとして推進

している中、地域がこうした事業をどう活かすか、所轄の農業系行政担当者や RMO 担当者・地域福祉

担当の社会福祉協議会等とも情報共有や検討を進めた。 

 

▶農村型地域運営組織(農村 RMO)形成推進 

〔加茂の今後を考える会―津山市支援者円卓会議〕  

令和 3年度の岡山県人材育成講座 地域戦略の立て方編‐津山会場‐に「加茂の今後を考える

会」発起人メンバーが参加したことをきっかけに、加茂地域 4支部でそれぞれ実状や課題は異な

る中でも、それらを共有しながら、地域全体で地図作業や話合いの場を設け考えていくことがで

きないかと、加茂地域全 4支部に声を掛け、「加茂の今後を考える会」をスタートした。 

約 3年間の話合いが実を結び、具体的な実践につなげていく動きが生まれている。その一つに

農村 RMO事業の「加茂の今後を考える会」事前の戦略会議を通じて上加茂地区住民自治協議会が

農村 RMOのモデル事業を申請、採択された。 

令和 5年度から進めた津山市支援者円卓会議（＝津山市加茂支所・農村振興課・地域づくり推

進室・社会福祉協議会サブセンター・岡山県農村振興課・美作県民局農業振興課・地域づくり推

進班・美作広域農業普及指導センターが参加する地域支援会議）において、農村 RMO事業のより

効率的・効果的で持続可能で地域住民が主体的に取り組める体制やそのための課題や注視すべき

ことについて情報交換できた。会議数のべ 37回。 

〔津山市田辺地区―津山市支援者円卓会議〕  

津山市円卓会議の過程で田辺地区からの要望を受けて、当該地域のアプローチの方法についても

協議した。会議数のべ 12回。 
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〔美咲町打穴地区 打穴まちづくり協議会～やってみん会打穴～〕 

美咲町小規模多機能自治認定地域である打穴地区(打穴上・打穴里・打穴北・打穴西)の月に 1

回実施する「やってみん会打穴」の「草刈り・鳥獣害・農業部会」の伴走支援を行い、草刈り王

選手権や、今後の農地や農業についての協議のファシリテートを行った（会議数のべ 20回）。 

  その他、農村 RMO協議会を形成した地域の活動支援(真庭市吉縁起村・美作市)や、岡山県が作成す

る農村 RMOの PRチラシに対するアドバイス、総社市や吉備中央町への農村 RMO の周知を行った。 

 

▶農業振興・農地管理・運営の核となる人材育成手法の構築          

維持管理方法の見直しや次世代への継承等による継続的な農地の保全に向けて、課題を洗い出

し、参加者が主体的に解決策を考えるための講座を開催。農村地域の振興に向けては、シェアハウ

ス及び農家民宿を経営する講師を招き、民泊経営者が学び合い交流する機会を設けた。 

：岡山県農村振興課  

1)地域戦略立てのための話合い手法研修  

農地や農業に関心の高い地域リーダーを対象に、岡山県内 2会場で 3回連続講座を開催した。 

会場：JA晴れの国岡山・高梁市総合文化会館・津山文化センター 

参加者：高梁会場 31名 津山会場 38名 

 

2)農家民宿等の運営支援 

県内の農家民宿経営者を対象に、いとしまシェアハウスを運営する講師を招聘し「シェアハウス

運営から学び取る農家民宿の運営・経営ノウハウ」について講演及び情報交換を行った。 

講師：いとしまシェアハウス 畠山 千春氏  志田 浩一氏 

 

▶その他農村 RMO推進支援と検討  

農林水産省が農村 RMO として推進することにな

り、地域の担い手や支援者がこの流れをどう読み、

地域に活かすべきかについて、以下の講座やそこで

の情報交換を通じて検討し、農業振興支援者や非農

家も含めた住民を対象に、地域の主体形成の重要性

を共有した。 

 

・農村 RMO推進フォーラム 

[中国四国農政局・雲南市] 

   コーディネーター：石原達也 

 

・京都府むらづくり研修会 

令和 6年 11月 13日・14日  講師：阿部典子 

令和 6年 11月 25日・26日 講師：水柿大地 

 

  ・徳島県農村 RMO交流会&現地視察 

    令和 7年 2月 14日  講師：阿部典子 
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【空き家】 

平成 28年度より岡山県の事業としてすすめてきた空き家利活用の支援に関する事業は、主体を確立

した地域を行政担当者と協働で支援することによって、地域の持続と発展につながる成果が上がって

きた。今年度も引き続き、行政担当者に対する支援に重点を置き、自治体間の学び合いや関連所轄課

(地域づくり・除却・税務等)との連携をすすめ、地域が主体となって取組む空き家対策（体制構築・把

握・所有者とのコンタクト・意向確認・利活用・管理）の具体的な活動のサポートも行った。地域課

題が深刻化する今、中山間地域に暮らす人が人生の最期まで安心して自分らしく暮らし、所有される

家や田畑等をそれまで支え合いながら暮らした地域の資源として活かされる仕組み構築の検討も昨年

度に引き続き行った。 

 

▶村の機能再構築 

中期ビジョンの柱の一つである「少ない人口でも暮らし続けられるようにするための土地計画（地

域計画）のあり方検討」に繋がるものとして、土地・建物・山林等を地域で計画的に考える共有財

産化（コモン化）の可能性を自主事業及び岡山 NPOセンターからの委託事業として調査した。個別

地域や空家委託事業等から情報収集、小規模多機能自治の先進地域・雲南市で支援に取り組む組織

や先進地域での取り組みに関する情報収集・意見交換、ウェブアンケート等を行った。 

：岡山 NPOセンター 

 

▶令和 6年度地域の空き家利活用支援  

過去 6年間のモデル事業から蓄積してきた地域の空き家活動を横展開させる形で、地域運営組織に

よる空き家マッピングをきっかけとした話し合いの場やそこから派生した主体的な取り組みが広が

りつつある。特に令和 6 年度は市町村担当者キックオフ説明会が功を奏し、市町村との連携深化と

して美咲町久米南町において担当課が抱える空き家流動化を進めるための行政内外の機関との連携

についての情報交換ができた。また離島地域として笠岡市白石島の支援、団地地域として赤磐市山

陽団地での勉強会開催など、多様な住環境における空き家課題へのアプローチも進んだ。また、

「地域と空き家のこれからを考えるフォーラム」においては、多様な参加者と経験豊富な実践発表

者により、民間事業者を含めて取り組みの周知や理解促進を行うことができ、登壇組織の一つであ

る「いんしゅう鹿野まちづくり協議会」とは、地域での空き家活用の取り組みの先進ケースとし

て、岡山県の地域での取り組みを進化させる際のノウハウ協力等連携を図ることができた。 

ただ、一口に岡山県内地域の空き家利活用支援と言っても、市街地の資産価値も高く流通可能性の

高い地域と、過疎地域で小中学校もない地域では活用レベルは異なる。それらを前提としてこれま

での事業を発展させる形で、不動産業者などの民間事業者と地域組織や行政庁内での連携支援、地

域組織への空き家把握と管理に関するノウハウ支援、空き家改修や管理を各地で活躍できる人材の

育成と地域への受入のマッチングの機会も含めてのサポーターの育成・登録等を行い、コモン化の

可能性とも連動させていきながら、今後の展開に繋げていきたい。 

：岡山県住宅課 
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【防災】 

  平成 30年西日本豪雨以降、地域での課題掘り起こしワークショップや住民アンケート調査等にお

いて災害時の要支援者への対応や連絡体制の構築、日頃からの災害対策など、「防災」に関するニー

ズが高まっており、地域運営組織や自主防災組織、防災士、防災への関心がある県民を主な対象者と

しての防災への意識や知識を高める機会の運営サポートを引き続き行った。 

 

 

 ▶防災講演会開催支援 

美作県民局管内の自主防災組織や地域運営組織メンバー、防災士や防災に関心がある住民を対象と

した防災講演会ならびに情報交換会の開催サポートを行った。防災講演会は過去、地域防災力強化

推進事業として市町村の要望に応じて実施してきたが、参加者は地域のリーダー層が多く、今回は

親子連れも参加でき、防災への関心が高められる機会とするための内容とした。実施後は、事例紹

介者と参加があった個別地域との調整もあるなど、横展開に繋がる動きも見受けられた。  

：美作県民局 

 

 ▶岡山県防災士スキルアップセミナー 

県内在住の防災と防災士資格の取得を検討されている方を対象としたセミナーのパネルディスカッ

ションにおけるファシリテーターを行い、「地域の防災を考える～防災士に求められること～」を

テーマに講師や防災士会、地域運営組織メンバー等のパネリストと議論を深め、参加者と共有する

サポートを行った。                               ：岡山県 
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[事業内容]地域運営組織等の推進支援  

まちづくり協議会・住民自治協議会等、相談のある地域を中心に計画づくりや設立支援などを実

施し、地域の主体づくり・組織体制づくり・計画づくりに寄与した。役員会議への運営助言、会議

の事前打合せへの助言、住民アンケート実施分析に基づく事業計画への助言など運営サポートを

行った。 

 

[実施日時] 令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日 

[実施場所] 津山市(新加茂・院庄地区)・美作市豊田地区・井原市(野上)  

[従事者の人数] 3人  [支出額] 7,500(千円)   [受益対象者の範囲及び人数] 50人 

 

▶個別地域支援  

・津山市新加茂地区：役員会議への運営助言ならびに今後の運営体制への助言     

                       ：新加茂地区住民自治協議会 

・津山市院庄地区：役員会議への運営助言ならびに会議事前打合せへの助言 

                       ：院庄まちづくり協議会 

・井原市野上地区：野上まちづくり協議会への運営サポート（会議出席・助言・情報提供等） 

                       ：野上まちづくり協議会 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

▶津山市中心市街地活性化に係る支援（エリアプラットフォーム） 

令和 4年度より津山市の中心市街地における自治的なまちづくりの在り方支援を目指して取組んで

おり、当年度は国土交通省「官民連携まちなか再生推進事業」の制度を活用し、住民主体によるま

ちづくりの枠組みとしてエリアプラットフォーム（まち仲つやま）の設立とビジョンづくりをサ

ポートした。設立後は「まち仲つやま」として、未来ビジョン策定に向けたワークショップやまち

歩きを開催し、未来の商店街をテーマにエリアコンセプト案の策定支援を行った。今後は将来的な

都市再生推進法人の設立も視野に入れながら、中心市街地の魅力を活かし暮らしたいエリアを実現

し、街を維持するための具体的な方向性を確立していくための支援を引き続き行う。 

：津山市 

 

▶津山市中心市街地活性化に係る支援（社会実験） 

エリアプラットフォーム（まち仲つやま）で検討した 5つのエリアコンセプトが、未来ビジョンを詰

める上で妥当かを検証するための実証実験のサポートを行った。主にはユーザーのニーズ把握を核

新加茂地区ワークショップ         院庄地区会議運営サポート      野上地区会議サポートと学生参画支援 
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として、商店街からの要望も踏まえ雛めぐりイベントの開催と連携する形で、「津山中心市街地の知

られざる歴史名所スタンプラリー」「子育て世代買い物応援キャンペーン」「憩いのスペース」「キッ

チンカーマルシェ」を実施し、子育て世代の商店街へのニーズや中心市街地への居住ニーズ、歴史を

核とした観光へのニーズの検証を行った。検証目標はいずれも到達し、一定のニーズがあることが確

認できたため、未来ビジョン策定に活かしていく。 

：津山市中心市街地活性化協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶集落大図鑑  

美咲町打穴地区の「やってみん会“打穴”」の取組みを第 13号では特集し、美咲町版小規模多機能

自治として多くの人が地域の課題解決の取組みに楽しく参加できる工夫や住民自治を進めるプロセ

スについて取材し冊子を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エリアプラットフォームの未来ビジョン検討会              社会実験当日の様子 
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[ 定 款 の 事 業 名 ]  地 域 を 支 え る 人 材 の 支 援 ・ 育 成 事 業 

[事業内容]支援者支援 

地域を主語とした実践的で効果的な地域支援のプロフェッショナルを目指す担い手の育成やネッ

トワーク化のため、支援者を対象とした勉強会や研修を企画・実施、講師派遣を行った。 

 

[実施日時] 令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日 

[実施場所] 岡山県内全域・笠岡市・赤磐市 

[従事者の人数] 10人  [支出額] 4,700(千円)  [受益対象者の範囲及び人数] 300人 

 

▶笠岡市市民活動支援センターアドバイザー業務  

笠岡市における地域課題解決のための支援体制構築支援について、市民活動支援、地域組織支援の

両面からアプローチし、行政庁内の連携支援体制にもつながるノウハウ支援・助言・提案等のアド

バイザー業務が実施できた。まちづくり協議会同士、市民活動者や団体同士による意見交換・交流

会等を通して、まちづくりや市民活動への市全体での機運も高まってきており、地域支援について

は、主体的に地域運営を図るまちづくり協議会の増加に対して、まちづくり担当課を中心に、地域

からあがった課題を関係する担当課間で共有・相談し、解決につなげるケースも生みだされつつあ

る。市民活動支援についても、まちづくり支援員を中心に自走した支援が定着し、定期的な相談や

各種市民向け講座、団体同士の交流会の実施など、支援相談機能が効果的に働くなど実践的な支援

体制や庁内連携の仕組みが形成されつつある。 

：笠岡市 
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▶鹿児島県の地域運営組織支援に関するアドバイザー     

鹿児島県が長年進めてきた「コミュニティ・プラットフォーム」の整備・検討に取り組む市町村

を支援するため、講師やアドバイスやそのための打合せを以下の日程で行った。講師：阿部典子 

・令和 6年 10月 17日 場所：県庁会議室（オンライン））  

伊佐市と出水市へのヒアリング及びアドバイス 

・令和 6年 10月 29日  場所：出水市役所 

出水市と地区コミュニティ協議会への課題解決に係る助言 

・令和 6年 10月 30日  場所：県青少年会館「自治体ネットワーク会議」  

鹿児島県内市町村や県に対し、コミュニティ・プラットフォーム（地域運営組織）形成にお

ける行政の役割に関して，庁内でのビジョンの共有等に関する助言を実施した。 

・令和 6年 10月 31日  場所：県庁会議室（オンライン））  

奄美市に対するヒアリング及び助言を行い、今後の進め方について提案した。 

・令和 6年 10月 31日  場所：重富駅前コミュニティ  

伊佐市へのヒアリング及びアドバイス 

・令和 7年 1月 29日  場所：県庁会議室（オンライン））  

曽於市へのヒアリング及びアドバイス 

・令和 7年 1月 30日 場所：カクイックス交流センター「自治体ネットワーク会議」 

鹿児島県内市町村や県に対し，行政職員等の地域との関わり方に関して，地域に出向くとこ

ろから初期のアプローチ，話し合いの場を形成するための対話，地域主体形成と地域支援を

目的とした支援者間連携に関する助言を実施した。 

・令和 7年 1月 31日 場所：奄美市役所 「奄美市まちづくり講話」 

奄美市や住民などに対してヒアリング及びアドバイスとしてコミュニティ・プラットフォー

ム（地域運営組織）の必要性や地域主体の課題解決の可能性に関する助言を実施した。 

・令和 7年 2月 1日場所：奄美市役所  「奄美地区まちづくり座談会」  

奄美市と奄美地区の地域福祉を核としたコミュニティづくり実践者等へコミュニティ・プ

ラットフォーム（地域運営組織）の形成に関する助言を実施した。 

 

▶「小さな拠点」づくり全国フォーラム～中間支援組織を考える～・「小さな拠点」づくり HUB 

 地方創生の一環として取り組み始めてまもなく 10年が経つ「小さな拠点」の形成・運営の推

進において、中間支援組織の支援策を学び合い、実践につなげるための実践・取組の現場での研

修会(＝「小さな拠点」づくり HUB)と、その対象となった一関市：いちのせき市民活動センター 

と、那覇市：NPO法人まちなか研究所わくわくと合同のフォーラムを開催した。 

 「小さな拠点」づくり HUBについては、美咲町及び打穴地区まちづくり協議会に協力いただ

き、美咲町の地域運営組織形成に向けた行政運営支援や庁内連携について、地域の様々な取り組

みやそこに向かうまでの苦労や工夫、そのための地域主体形成支援の実践について、体感できる

機会とした。 
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[事業内容] 集落に暮らす次世代の参画・チャレンジを支える事業 

地域が主体的に取り組みたい課題やテーマに対し、地域に暮らす高生・大学生が課題解決に取り組

む仲間として参画することで、取り組みがより一層発展し、学生も地域に役立つことで自身の成長の

糧にできる機会づくりと将来的な地域の担い手育成を主な目的に、学生と地域のマッチングを図り、

地域資源を生かした地域課題解決のための企画運営チャレンジをサポートした。また、みんなの集落

研究所が地域を主体とした課題解決のエンパワメントに共感し、支援者となり得る人材「みん研ユー

ス」を視野に入れたチャレンジや高校生大学生だけでなく、小中学生世代から地域づくりに関わる機

会創出の重要性の議論も行った。 

 

[実施日時] 令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日 

[実施場所] 美作県民局管内 ソシオ一番街・銀天街・元魚町・津山東高校・津山中学校・林野高校 

      備中県民局管内 井原市野上地区・新見市千屋地区 

[従事者の人数] 11人   [支出額] 3,200(千円)   [受益対象者の範囲及び人数] 600人 

 

▶津山圏域高校生等との協働による地域課題解決支援 

令和元年度より、高校生の地域愛醸成と県北地域が誇る特産品や地域オリジナル商品の周知を主な

目的として、「県北のうまいもん大集合！うまいもん商店街！」を年 1回津山市内の商店街で開催し、

令和 6 年度までに 6 回を連ねる。本イベントは高校生実行委員会が企画運営を行うもので、美作県

民局管内の 4校から有志 18名が参加した。また、地域への関心をもつ高校生と高校生の力を借りた

い地域運営組織とのマッチング支援も行い、地域側としても高校生の参画を関係人口に通じる地域

の課題に一緒に取組む仲間としてまた捉え、高校生自身も地域との協働の中で、県北地域への愛着心

ならびに地域づくりの将来の担い手育成の醸成や機会にもつながっている。 

美作県民局及び管内の地域：美作市梶並地区・鏡野町上齋原地区・鏡野町中谷地区他 

参加校：津山東高校・津山工業高校・美作高校・林野高校 

 

▶学校における地域コーディネート活動（県立津山東高・津山中学） 

令和元年度より、岡山県立津山東高等学校の地域協働活動コーディネーターとして、同高 2年生の

課題探究学習に年間通じて関わり、主に津山市の地域の現状と課題、資源をもとに、高校生目線で

の課題解決提案の企画策定と地域運営組織との実践のサポートを行った。また、津山中学校（1年

生）においては外部講師として総合的な探究の時間に携わり、県北部における現状や地域が抱える

課題、その課題解決に向けた取組みの実例を紹介し、フィールドワークにおける心構え、成果報告

会での指導講評も行った。 

：津山東高校・津山中学校・上加茂地区・佐良山地区

等 

 

 

 

 

 

 



16 

 

▶大学生と実施する地域の課題解決支援事業  

地域が自主的に若い世代を迎え入れ、課題解決のための取組へつなげるためには、地域の主体形成

と外部人材との効果的な接続が重要となることから、備中県民局が実施する地域の課題解決を目的

とした大学生との連携事業を支援した。地域側で地域全体の合意形成をもって検討した具体的な

テーマ（解決したい地域課題）が設定されていたことから調整段階で、課題に対する認識を事前に

共有することに主眼を置いて大学生人材のコーディネートを行い、対象 2地区にとって効果的な課

題解決活動に繋げることができた。 

3年目となる今年度は、両地区ともに「次年度も継続して(大学生人材と協働で行う事業ないしは大

学生と試験的に行った事業を自主的に)活動したい」という意向を踏まえて、次年度も継続的に活

動するためのアドバイスやサポートを図った。結果として、次年度は同様の活動で他の支援団体に

引き継ぐことができ、大学生人材との事業に起こりがちな単発的・非継続的なものではなく、継続

的かつ地域課題に直結した事業として地域に残すことができた。 

：備中県民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶成果報告会「地域リーダー100人会議」 

事業の柱の 1 つである「地域を支える人材の支援・育成」の中期ビジョンに繋げることを狙って、

「地域で子どもを育てる。そのための学校という機能をどう考えるか。」をテーマに、地域リーダー

100 人会議として「地域組織主体で学校をひらくという選択肢を考えるフォーラム」を開催し、小

規模特認校やフリースクールなど、実践的に活動されている地域の事例をもとにこれからの地域・

集落・子どもたちの未来について参加者全員で議論を行った。 

中山間地域や離島地域など、地域の生活環境にかかわらず、望む教育や子育てが実現できることに

より、「住み続けられる地域」「移住したい地域」としての力を高め、地域自治の維持につながるこ

とは非常に重要であるため、県内の地域リーダーを中心に、地域組織主体で学びや体験の機会を創

り出していくことの重要性と期待感を共有し、その選択肢や可能性について議論することができた。 
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[事業内容]講師派遣・委員  

[実施日時] 令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日  

[実施場所] 岡山県全域・全国  

[従事者の人数] 8人   [支出額] 1,008(千円) [受益対象者の範囲及び人数] 500人 

       

▶各種講座 

・令和 6年 7月 8 日 広島大学「平和共生リーダー概論」授業(広島県広島市)：小野賢也 

・令和 6年 7月 22日 高梁川流域協働推進会議              ：小野賢也 

・令和 6年 7月 25日 備前市生活支援ボランティア養成講座        ：阿部典子 

・令和 6年 9月 1 日 新・ももたろう未来塾                ：阿部典子 

・令和 6年 9月 3 日 宇治市地域の仕組みづくり会議(京都府宇治市)    ：小野賢也 

・令和 6年 9月 23日 山陽新聞シンポジウム               ：石原達也 

・令和 6年 9月 27 日 兵庫県行政職員向け地域づくり研修(兵庫県姫路市)  ：阿部典子 

・令和 6年 11月 17日 小野コミュニティ地域づくりセミナー(兵庫県豊岡市) ：阿部典子 

・令和 6年 12月 1 日 岡山例会『第 8回中国本部技術士研究・業績発表会』 ：阿部典子 

「美作市上山地区の 12年－地域貢献による継続研鑽」 

・令和 6年 12月 16日 鳥取県東部地区地域づくり研修会(鳥取県鳥取市)   ：阿部典子 

・令和 7年 1月 29日 新見市地域運営組織ネットワーク会議        ：小野賢也 

・令和 7年 2月  2日 美星町自治公民館連合会研修会           ：三村雅彦 

・令和 7年 2月  2日 玉野市コミュニティの集い地域づくり講演会     ：小野賢也 

・令和 7年 2月  9日 岡山県防災士スキルアップセミナー         ：小野賢也 

・令和 7年 2月 18日 いわせん 20周年記念シンポジウム(岩手県紫波町)   ：阿部典子 

・令和 7年 3月 15日  浅口市コミュニティ推進協議会全体研修会      ：小野賢也 

 

▶寄稿 

・『西日本社会学会年報第 22号 2024年 55頁-62頁』 

「地域支援の現場から―特定非営利活動法人みんなの集落研究所の組織と活動―」  

首席研究員 阿部典子  

 

▶各種委員会の派遣 

代表執行役 石原達也 

・岡山県生涯学習審議会・岡山県社会教育委員 

・瀬戸内市図書館運営委員 

・勝間田高校学校運営委員 

・福武財団・地域振興助成選考委員 

 

首席研究員 阿部典子 

・岡山県備前県民局地域づくり推進アドバイザー会議委員 

・美作国創生公募提案事業審査委員会委員 

・倉敷市民企画提案事業審議会委員 
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・倉敷市都市景観審議会委員 

・新見市建築審査会委員 

・新見市都市計画審議会委員 

・美咲町行財政改革審議会委員 

・旭みらいデザイン検討委員会委員 

・井原市空家等対策推進協議会委員 

・元気いばら創生戦略会議委員 

・指定管理者岡山県青少年教育センター閑谷学校運営委員会委員 

・島根県中山間地域研究センター運営協議会研究課題評価専門委員会委員 

研究員 三村雅彦 

・岡山県立津山東高等学校学校運営協議会委員 

 

 

運営に関する事項                           

組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）総会／通常総会（全 1 回）※正会員総数 23名(令和 6年 6月 13日)  

場所：当法人会議室（岡山市北区表町 1丁目 4-64上之町ビル 3階）他オンライン開催 

開催日 出席 決議事項 

2024(令和 6)年 

6月 13日

（木） 

出席 19名 

・本人出席 11名 

・委任状   6名 

・書面評決  2名 

欠席 4名 

・2023(令和 5)年度(第 11期)事業報告および活

動決算について 

・2024(令和 6)年度(第 12期)事業計画および活

動予算について 

・2024(令和 6)年度(第 12期)事業実施体制につ

いて 

 

  

執行役会

Thinkチーム

首席研究員

特別研究員

Doチーム

県南事務所

研究員

調査員

嘱託調査員

県北事務所

研究員（2）

調査員（2）

事務員

評議員会

総
会 
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（２）執行役会（全 4回） ※執行役総数 8名        

場所：当法人事務所（岡山市北区表町 1丁目 4-64上之町ビル 3階） オンライン 

回 開催日・出席数 決議事項 

1 

2024(令和 6)年  

5月 7日(火)  

・出席 8名 

① 第 11期事業の決算進捗  

② 第 12期の事業計画及び職員体制について   

2 

2024(令和 6)年  

6月 1日(土)  

・出席 8名 

① 第 11期事業の決算 

② 出退勤等の労務管理方法について 

［確認事項］総会の進め方 

3 

2024(令和 6)年 

7月 1日(月） 

・出席 8名 

① 出勤管理・情報共有手法について 

② SNSを活用した情報発信について 

［協議事項］地域リーダー100人会議の進め方 

4 

2025(令和 7)年 

2月 3日(月） 

・出席 8名 

① 第 13期の事業実施体制について 

② 中長期戦略の検討及び進め方について 

 

 

（３）評議員会  

地域リーダー100人会議「地域組織主体で学校をひらくという選択肢を考えるフォーラム」に現 

在の評議員への参加も呼び掛け、中期的な戦略の議論を深める機会とした。 

 

 

 

（４）全国・他地域での研修や行事への参加など  

行事名 開催日 場所 出席者 

■会計及び事務手続き勉強会 

NPO会計についての講義や決算書類作成、相談

対応のケースワーク、法令遵守(所轄庁手続

き・法務局手続き・労務関係)。 

令和 6年 

6月 11日(火)

～13日（木） 

表町事務所 
小野・三村 

矢萩・原 

■事務局基礎講座 

NPO法人の所轄庁へ提出する各種届出や役員変

更などに必要な手続き、実務に活かせるケース

ワーク 

令和 6年 

7月 9日（火） 

きらめき 

プラザ 
原 

■農村 RMO推進フォーラム 

鍋山地区や佐田地区等の農村 RMOの取組み紹介

やディスカッション、津山市上加茂地区の農村

RMO設立・事業活用に向けた公開相談会 

令和 6年 

10月 25日

（金） 

雲南市木次

経済文化 

会館 

阿部・梅谷 

矢萩 
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■福祉対応力向上基礎研修（防災関係者向け） 

個別避難計画作成の流れや要支援者への対応、

個別避難計画策定のための地域調整会議につい

ての研修会 

令和 6年 

11月 2日

（土） 

きらめき 

プラザ 
小野 

■福祉対応力向上基礎研修（福祉関係者向け） 

個別避難計画作成の流れやマイタイムライン作

成の実施方法などについての研修会 

令和 6年 

11月 11日

（月） 

きらめき 

プラザ 
小野 

■雲南ゼミ 

雲南市で進めてきた小規模多機能自治の取組み

ならびに個別地域（鍋山地区・飯石地区・新市

地区・中野地区・波多地区）の取組みを学ぶ。 

令和 6年 

11月 13（水） 

～14日（木） 

島根県 

雲南市 
小野・黒瀨 

■地域支援者合同研修 

地域づくり支援者として大切にしているマイン

ドや地域支援の際に気を付けているポイントを

学び、参加者同士での情報交換を行った 

令和 6年 

11月 26日

（火） 

オンライン 小野・黒瀨 

■令和６年度第３回「小さな拠点」づくり HUB 

美咲町及び美咲町社会福祉協議会の小規模多機

能自治における取組発表、打穴まちづくり協議

会の取組み紹介 

令和 7年 

2月 6日（木） 

美咲町生涯

学習 

センター 

黒瀨 

 

 

（５） 管理するウェブサイトなど 

下記のウェブサイトを運営し情報発信を行った。 

ウェブサイト名 URL 

NPO 法人みんなの集落研究所 http://www.npominken.jp/ 

Canpan ブログ みんなの集落研究所 

※平成 30年 10 月より新規 HPへブログ

機能を統合 

http://blog.canpan.info/minken/ 

Facebook   https://www.facebook.com/npominken 

インスタグラム  https://www.instagram.com/minken_okayama 

 

 


